
第４節（１月～３月）の重点は、 

【チャレンジする力】自立の力 

遊びから学びへの探究心を高め、自ら考え行動する

機会の充実を図ります。 

 

潮見が丘小学校 校長 吉 﨑 健 一 

保護者・地域の皆様、あけましておめでとうございます。２０２５年もよろしくお願い

いたします。 

 ３学期がスタートして二週間が経ちました。全国・全道的にインフルエンザが大流行

している中でのスタートでした。スタートして一週間、本校でも３年生と４年生を中心

に感染拡大が起こり、学級閉鎖を余儀なくされましたが、学級も再開し、子ども達の

元気な姿が戻ってきました。引き続き学校でも感染予防対策を続けますが、保護者・

地域の皆様も休養をしっかりとっていただき、感染にお気を付けください。 

 さて、年末年始にかけて２０２４年に活躍された方たちをテレビで見る機会がありま

した。私の高校の後輩になるパリオリンピック陸上やり投げ金メダリストの北口はる

かさん。「名言が残せなかった」が流行語大賞トップ１０にも選ばれましたが、私が驚い

たのは、「ずっと調子が良くなかったので、今シーズンはチャレンジャーでした」という

言葉でした。世界陸上では金メダルをとっていたのに、自分が目標としている 70m

という記録に向かって「チャレンジ」しているのです。 

野球では大谷翔平やダルビッシュ、サッカーでは三苫や久保や堂安、バスケでは八

村や河村、テニスやバトミントンでは…などなど、世界で活躍している人たちに共通し

ているメンタルは、みんな誰かと闘っているように見えますが、自分自身の理想や夢

に向かって、自分自身の可能性を信じて「チャレンジ」しているという事です。 

潮見の子ども達にも、自分自身の可能を磨き合い、仲間といっしょに「チャレンジ」

してほしい。そんな話を始業式にしました。 

 今月に入って、絆づくりメッセージコンクールや宗谷美術展、安心安全標語コンクー

ル等、続々と入賞を果たした子ども達の表彰が続いています。来月にはカルタの全道

大会に出場を決めた子ども達もいて、明るく元気な話題が届いています。 

 世間では、誰もが心を痛める事件やスキャンダルが連日放送されています。子ども

達もそんな大人たちの姿に夢や希望を持てなくなります。子ども達の「可能性は無限

大」。仲間といっしょに磨き合う潮見の子ども達を応援する、大人同士の力合わせを、

２０２５年もよろしくお願いします。 

 

        

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

令和７年 

１月 31 日 

ＮＯ.６３９ 

◇校風(校訓)  思いやり 

◇教育目標  しっかり学び考える 

       おもいきり挑戦する 

       みんなも自分も大切にする 

◇めざす学校の姿 明日も行きたい大好きな学校 

～安心できる場所があり、力を伸ばすことができる学校～ 

 

２日（日） ノーゲームデー 

３日（月） ５，６年人権教室 

４日（火） 短縮日課 

５日（水） １，２年人権教室 

６日（木） 短縮日課 フッ素 児童会委員会 

７日（金） ３，４年人権教室 

新１年体験入学 漢検 

１１日（火） 建国記念の日 

１３日（木） 短縮日課 フッ素 

拡大代表委員会 

１４日（金） ２～４年スキー学習 

１８日（火） ２，４年参観日 

１９日（水） １，６年参観日 

２０日（木） ３，５年、わかば参観日 フッ素 

２３日（日） 天皇誕生日 

２４日（月） 振替休日 

２５日（火） 短縮日課 

２７日（木） 短縮日課 フッ素 

２８日（金） ６年生を送る会 

体育帽子持ち帰り 

■潮小 HP にも月行事予定を掲載しております。 

グラウンドの雪山、大活躍中です！ 

 今年も冬季休業期間中に、錦産業株式会社の皆さんがグラウンドに雪山を

作ってくださいました。年明け、除雪・排雪作業もある中、時間を工面してト

ラックでどんどん雪をグラウンドに運びこみ、整備を進めていただき、3学期

のはじめにはとても立派な雪山が完成していました。昨年度のものよりもス

ケールアップしているようで、とても大きな雪山となっています。 

1 月１７日にはさっそく、２年生がスキー授業で初滑りをして、次の週から

全校児童に雪山遊びが解放されました。１年生も２９日に 1 回目のスキー授

業をおこない、この後２月にも予定しています。 

 低学年向けのスキーコースはもちろん、休み時間には尻滑りのコースで子

どもたちが楽しそうに遊んでいます。厳しい北海道の冬ですが、こういった、   

「雪国ならではの楽しみ」を満喫 

できるのはとても幸せなこと 

です。 

     そんな素敵な場所を作ってく 

ださった錦産業株式会社の皆

様、ありがとうございました。 

 

『今シーズンはチャレンジャーでした』

地域の「人」から学ぶ～３年生 

３年生が国語の時間で、稚内市のイベ 

ントについてより詳しく調べるために、 

市役所の方に学校に来ていただきインタ 

ビューをしました。ネットやパンフレットで 

見るだけではなく、直接話を聞いて学べ 

たことは素晴らしい財産です。 

令和６年度 

「絆づくりメッセージコンクール」 

ことば・メッセージ個人部門 

【小学生の部】 宗谷管内最優秀賞 

６年 亀谷 琉花 さん 

＜「どうしたの？」 言葉ひとつで 救われる＞ 

 1/22に宗谷教育局の方が来校し、校長室で管内最優秀賞

の表彰式がおこなわれました。「どうしたの？」という、さりげ

なくも相手を思いやる優しい言葉が高い評価を受けての受

賞となりました。 

「よりよい潮小にするために」 

 ３学期に入り、３年生以上では学年学活の中で「今年度の振り返り」や「来

年度目指す姿」について話し合い、３～５年生は次年度の児童会役員メンバ

ー選出を進めているところです。「役員を決める」ことがゴールではなく、一

人ひとりが、よりよい潮小にするために自分はどんな協力ができるか、自分

たちの学年の役割はどんなことか、を考え、話し合うことで、みんなでの力合

わせをより確かなものにしていくことを大切にしながら進められています。 


